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大濠公園から見た冬の夜明け 

我が国の多くの文化は、外国からもたらされ、
日本の風土により高度に変化し、日本に根付い
たものである。 
かつて、博多に着いた外国からの客人は、まず、

大宰府に向かい、大宰府で滞在したのち、宗像、
北九州を経由し、本州に上陸、京へ向かっていた
とされている。 
博多から大宰府への道は、彼らが最初に歩く

日本の道であった。この時期、博多から大宰府へ
の道はほぼ太陽が昇る方向になる。 

 

新年ご挨拶 

  九州国立博物館を愛する会  理事長  川添廣志 

新年あけましておめでとうございます。 

昨年度は九州国立博物館が開館２０周年を迎える記念の年

でした。九博を愛する会もこの記念すべき年に【お祝いの活動】

をする為、前田和美実行委員長を中心に２０周年記念事業実行

委員会を設置し、様々な活動を行ってまいりました。 

まずは ３月の九博デーでは九博を愛する会の会員さんが集

まり、九博２０周年記念事業の出発式を開催し、気持ちを高めま

した！  

６月には九博２０周年つくし郷土かるた大会、７月には九博２０周年歴代３館長座談会、

９月には九博２０周年記念市民参加ミュージカルの開催、１０月には九博２０周年記念式

典での九博を愛する会のアピール活動を実施しました。 

そして、九博を愛する会が本当に九州国立博物館を愛している市民の団体であるこ

とを証明するとともに、九州国立博物館も市民の応援を再確認していただいたと思い

ます！ 

会員のみなさんのご協力に対して本当に感謝申し上げます。 

しかしまだ終わっていません！本年は九博を愛する会自身が２０周年をむかえます。

本年の３月の九博デーの記念事業、６月に九博を愛する会の２０周年記念式典を開催予

定です。本年もあとひと踏ん張り！皆様のさらなるご協力をお願いして、新年のご挨拶

とさせていただきます！本年もよろしくお願い申し上げます！ 

令和 8 年 1 月発行 

NPO 法人九州国立博物館を愛する会 

818-0110 太宰府市御笠 5-3-1 

Tel/Fax 092-408-3062 

URL:kyuhaku@aisurukai.jp 
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2026 年 3 月 14 日(土)14 時より 

第 29 回九博デーを開催します 

 

私たちのふるさと・筑紫地区には、文化財なら国宝に値する国の「特別史跡」が、九州全土の 4

分の 1 を占めており、昨今、日本初の可能性もある「羅城」と言われる「前畑遺跡」が話題ともな

りました。また、時を後にして、大伴旅人を始め多数の歌人らが、万葉集筑紫歌壇の舞台として活

躍し、「令和」発祥の地こそ、大宰府です。さらには、後世、天神として崇敬された「菅原道真公」

を祀る天満宮の太宰府は、歴史的信仰の地であり、まさに日本人愛郷の地としても親しまれてきま

した。 

このような古代から奈良・平安時代を始めとする歴史深い環境の中に、東京、京都、奈良に次

ぐ、国内で四番目となる「国立博物館」が、九州太宰府の地に創設されました。以来、九州国立博

物館は、我がふるさと・筑紫地区の代名詞・輝かしい経営資源でもあり、昨年で開館 20 年目を迎え

ました。 

 

しかしながら一昨年、日本遺産認定取消というショッキングな事態が報道されました。その理由

は、集客力の高いエリアから周辺への誘客・周遊方策の不足や自治体間の連携不足、住民の認知度

不足等が挙げられています。本来、日本遺産制度は、文化財を観光資源として活用し、地域活性化

を図ることを目的としています。そのため今回の事態を、文化庁は、地域が日本遺産として期待さ

れる効果を十分に発揮できていないと判断したため、認定を取り消したとマスメディアは報じまし

た。この異例の事態は、私たち自身の地域資源に対する無責任さを痛感させました。文字通り、関

係史跡が市境を越え、多数存在するにも関わらず、またロマンに満ちたストーリーを再現できる好

環境にありながらも、これらを観光団体や行政だけに任せ、市民としての責任や自覚、そしてそれ

らとの連携や発信などを、市民運動として、どれだけ実践できたのか、どれだけその可能性を知ら

しめ、気づきの場を提供できたのかと、まさに近々の課題として悔やんだところです。 

 

つきましては、太宰府の地に国立博物館の建設が決定された日を祈念し、当会が毎年開催してい

る「九博デー」、しかも本年は栄えある 20 年目にあたることから、それに相応しい内容を企画しま

した。具体的には地域の代名詞たるパネリストの方々にご登壇をいただき、まちづくりを経営的視

点で捉え直し、ふるさとの独自性と経営資源の豊富さを再確認し、強みへと昇華できる DМОや

「大宰府」という地名の可能性についても論じたいと思っています。 

 

特にふるさとの発展を目指す上で、経営視点の大切さを、天神信仰を全国へと育んだ、我がふる

さと筑紫地区から、今あらためて九州国立博物館を愛する者として、声高らかに発信すべきだと考

えます。そしてこの事が「国立博物館」という、九州で唯一無二の「経営資源」を有する、地域と

しての強みを、今一度私たち市民が自覚し、経営的視点を持つ DMO 活用、やがては「想い」と

「チカラ」を集約できる「つくし文化圏」の創造へと繋げたい。今から 40 年前に「つくし文化圏の

創造」を旗印に、この地で再び国立博物館の誘致運動が、口火を切ったのです。 

 

NPO 法人九州国立博物館を愛する会が、設立 20 周年という歴史を本年迎えるにあたり、今まで

私たちを育んで頂いた、地域に対する報恩の証として、そして誇りある郷土の進展の為に、微力な

がらもその一助を務めたいと考えています。そして何よりも会員の皆さんと共に思いを共有できる

ことを、執行部一同願っております。演題は下記予定で現在準備中です。当会 20 周年記念事業に対

するご理解とご協力を、何卒賜ります様、重ねてお願い申し上げます。 

（専務理事  青山 博秋） 

「 Let’sふるさと経営 」 
求められる DMO 視点・つくし文化圏の創造 
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  大分の神秘と癒しに出会う旅  

～臼杵・別府・豊後大野をめぐるバスツアー～ 

 

2025年 11月 9日（日）～10日（月）、交流委員会の会員交流事業として、 

「大分の神秘と癒しに出会う旅 ～臼杵・別府・豊後大野をめぐるバスツアー～」を開催しました。 

昨年の五ヶ瀬・山都・高千穂をめぐるバスツアーに引き続き、今回もマイクロバスを利用し、費用を抑え

ながらも内容の充実したお得なバスツアーを企画しました。 

交流委員会では、事前の下見を重ね、参加された皆さまに「来てよかった！」と感じていただけるよう、

万全の準備を整えて当日を迎えました。 

2 日間を通して、美味しい食事、名湯、そして学びと観光がバランスよく組み込まれた、大分の魅力を

存分に味わう旅となりました。 

今回もたくさんの思い出がありますが、少しだけ振り返ってみようと思います。 

1日目 臼杵から別府へ 

旅のスタートは、大分県臼杵市にある「国宝 臼杵石仏（磨崖仏）」。 

今年は国宝指定 30 周年という節目

の年でもあり、日本を代表する石仏文化

について、改めて深く学ぶ貴重な時間と

なりました。 

昼食は「うすき皿山 うさ味食堂」に

て、絶品の太刀魚の蒲焼『たち重』と、郷土の味「だご汁」を堪能。 

その後は臼杵の城下町を散策し、歴史ある街並みを楽しみました。 

そしてお楽しみの別府へ移動。 

別府ケーブルラクテンチや地獄めぐりなど、参加者それぞれのご希望に応じた自由行動を設定。一方

で、「ゆっくり温泉を楽しみたい」という方は、早めに宿へ向かい、思い思いの時間を過ごされました。 

宿泊は 和の宿 『夢月』！ 

別府ならではの名湯で旅の疲れを癒し、夕食は豚しゃぶしゃぶを中心

とした創作和会席。美味しい料理を囲みながら、和やかで楽しいひとと

きを過ごしました。 

2日目 豊後大野の自然を巡る 

2日目は、ゆっくりと宿を出発し、豊後大野市へ。 

車窓から広がるのどかな風景を楽しみながら向かった先は、“東洋の

ナイアガラ”とも称される 「原尻の滝」。その迫力と美しさに、思わず足を止めて見入ってしまう光景でし

た？ 

昼食は、とり天とだご汁の「白滝定食」。大分の郷土料理を最後までしっかり味わった後は、旅の締め

くくりへ。 

訪れたのは、日本一の水中鍾乳洞として知られる『稲積水中鍾

乳洞』。 

長い年月をかけて生み出された自然の造形美と、ひんやりと

澄んだ空気に包まれ、不思議と心が落ち着く、印象深い時間とな

りました。 

今回も盛りだくさんの内容で、多くの思い出を共有することが

できました。 

 

ご参加いただいた皆さま、本当にありがとうございました。 

交流委員会では、今後も会員相互の交流と親睦を深める企画

を継続してまいります。 

 

次回の事業にも、ぜひご期待ください。今後ともどうぞよろし

くお願いいたします。 

交流委員会委員長 長濵 善博 
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九州国立博物館開館20周年記念特別展「平戸モノ語り―松浦静山と熈の情熱―」 

 

古今東西、モノには物語がつきものです。モノから大事な思い出がよみがえってきたり、「推し」を感じ

ることができたりするのではないでしょうか。モノそれぞれに様々な物語があります。 

現在の長崎県北部を治めた平戸藩の 9 代藩主・松浦清【まつらきよし】（号

は静山【せいざん】）と、息子で 10 代藩主・松浦熈【まつらひろむ】のモノをめ

ぐる物語は、我々の心をつかんで離さない物語になるはずです。特別展「平戸

モノ語り―松浦静山と熈の情熱―」は、この親子が集め、守り伝えたモノを通

じて、二人の情熱の物語を描き出します。 

静山は歴史考証が盛んになった時代に生きたお殿様です。文化人とのネッ

トワークを通じて、多種多様な資料を収集、模写しました。しかし、単なる古物

趣味に基づいた収集ではありません。豊富な資料から正確な歴史を読み取っ

て、正しく後世に伝えるという情熱に裏付けられたものでした。 

対する熈は江戸後期から幕末、社会不安が高まった時期の藩主でした。熈の使命は松浦家と平戸を守

ることでした。先祖や地域ゆかりの資料を収集、修理して、後世に残すことに情熱を注ぎました。また、熈

は自らの想いがいつまでも松浦家と平戸を守ってくれると信じ、自身にゆかりのあるモノに想いを込め

ました。 

静山と熈の行動の仕方は異なっていましたが、大切なモノを残そうとした情熱

では一致しています。二人の情熱が結実したものといえるのが『家世修古図【か

せいしゅうこず】』です。松浦家と平戸の宝物が丁寧に記録されています。静山が

編集を開始し、熈の頃に完成したと考えられます。今回初めて全十冊が公開され

ます。 

家宝を細部に至るまで丁寧に描き、伝来や大きさ、部材などを詳細に記しま

す。レベルの高い描述に目を奪われますが、損傷部分も含めてありのままの姿を

記録する点も重要です。真実を後世に伝えることにこだわっていたのです。 

『家世修古図』に掲載される家宝もあわせて公開します。『家世修古図』と家宝を見比べながら、静山と

熈の情熱に想いを馳せていただければ幸いです。 

さて、二人の情熱もさることながら、笑いあり、ハートフルあり、人間くさいエピソードも満載です。展

示室で共感を覚える新感覚の展覧会です。二人の「濃いキャラ」にもぜひご注目ください。 

（文化財課主任研究員 松浦晃佑） 

九州国立博物館開館 20周年記念特別展「平戸モノ語り―松浦静山と熈の情熱―」 

会期：令和 8年（2026）1月 20日（火）～3月 15日（日） 

会場：九州国立博物館 3階  特別展示室 

三勇像 

松浦史料博物館 

松浦熈像 

（狩衣寿像） 

松浦史料博物館 
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九州国立博物館開館20周年記念特集展示「豊臣秀吉とアジアの外交」 

 

令和 8 年 1 月 27 日（火）から開催する特集展示「豊臣秀吉とアジアの外交」では、特に豊臣秀吉の時

代の、日本と周辺諸国との外交にスポットを当てます。近代社会以前のアジア諸国の外交は、互いの使節

がもたらす手紙や贈り物が、重要な役割を果たしていました。その手紙や贈り物には、皇帝と国王との上

下関係や、国王同士の対等関係などの儀礼を、目に見える形で表現する様々な仕掛けが施されました。

特に手紙、つまり外交文書には、書式や言葉づかいだけでなく、素材や装飾、押印の位置などからも、国

と国とが互いをどのように位置づけようとしていたのかを読みとることができます。 

中でもアジア制覇を目論み大陸侵攻を引き起こした豊臣秀吉に関わる文書や贈り物が現在も比較的

多く残されています。本展では九州初公開の国宝や重要文化財を含む、秀吉をめぐる一級の外交関係資

料を一堂に公開します。妙法院（京都）の国宝「ポルトガル国印度副王信書」や大阪歴史博物館の重文「明

神宗誥命」（いずれも展示期間：1/27-2/15）、上杉神社（山形）の重文「大紅刻糸胸背斗牛円領」（展示期

間：1/27-2/8）等が勢ぞろいする貴重な機会です。 

 

 

会期後半（2/17-3/8）には佐賀県重文「肥前名護屋城図屛風」（佐賀県立名護屋城博物館蔵）や国宝

「明国福建巡撫許孚遠檄文」・重文「明国箚付」（いずれも東京大学史料編纂所蔵）等が登場します。出品リ

ストや展示期間、関連イベントは九博ホームページからご確認ください。 

この絶好の機会をお楽しみいただくとともに、展示作品から読み取れる秀吉の世界戦略やアジア諸国

の反応、外交交渉の実情などにもご注目ください。 

（展示課主任研究員 一瀬 智） 

九州国立博物館開館 20周年記念特集展示「豊臣秀吉とアジアの外交」 

会期：令和 8年（2026）1月 27日（火）～3月 8日（日） 

会場：九州国立博物館 4階  文化交流展示室（第１１室） 

重要文化財 明神宗誥命（部分） 豊臣秀吉宛 大阪歴史博物館蔵 【展示期間】1/27-2/15 

佐賀県重要文化財 

肥前名護屋城図屛風 

佐賀県立名護屋城博物館蔵 

【展示期間】2/17-3/8 
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第 11回ふるさとセミナーを実施 

 

交流委員会では、九州国立博物館と市民を結ぶ「九博と市民のかけはし事業」として毎年セミ

ナーを開催しており、本年は大野城市に焦点を当て、12月 6日に大野城心のふるさと館にて

実施いたしました 。 

 

第一部では、九州国立博物館の川畑憲子氏を講師に迎え、 

**国宝「初音の調度」の見どころ** 

についてご講演いただきました。 

三代将軍家光の長女・千代姫が尾張徳川家に嫁ぐ際に制作された豪華な婚礼調度の数々に

ついて、そこに秘められた『源氏物語』の世界や、和歌の文字を文様に潜ませる「葦手（あしで）」

の技法など、高度な蒔絵技術の魅力を専門的な知見から深く解説していただきました。 

 

 

 

 

 

（葦手） 

 

 

第二部では、大野城心のふるさと館の赤司善彦館長より 

「博物館をはぐくむ・つながる」 

と題し、改正博物館法を踏まえた地域拠点の在り方についてお話しいただきました。 

単なる展示施設に留まらない「まち

づくりの中核」としての役割や、来館者

のニーズを捉えるマーケティングの重

要性など、これからの博物館運営に関

する貴重な提言を共有しました。 

 

閉会後には、希望者を対象に特別展

「神技の複製アート展」の見学も行わ

れ、参加者は多角的な学びに触れる一

日を過ごしました。 

 

当会は今後もセミナーを通じ、郷土への誇りと愛着を育

み、九博と地域を繋ぐ活動に邁進してまいります。 

（対外交流部会長  児嶋 秀晃） 
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九博子どもフェスタ 

  第 14回九博子どもフェスタは、12月 7日（日）に九州国立博物館で行われ、 

「紙相撲九州場所を楽しもう」 

と題して、紙相撲で参加しました。参加にあたって、スタッフによ

る手作り土俵の作成に加えて、メンバーの打合せや勉強会を実施

し当日に臨みました。時間が短かったこともあり参加者は 40名と

少なかったのですが、親子、兄弟間での真剣な対戦など、子どもた

ちには楽しんでいただけたと感じています。なお、相

撲に使った紙人形はそれぞれ持ち帰ってもらい、自

宅でも楽しめるようにと対の紙人形をお土産に渡し

ました。 

次回は、多くの子どもたちに参加していただける

よう、盛り上げていきたいと考えています。  

（ワークショップ部会  吉廣勝太郎） 

 

「つくし郷土かるたチャンピオンシップ」初開催！ 

令和 7 年 12 月 13 日に、太宰府天満宮余香殿にて「つくし郷土かるたチャンピオンシップ」を開

催いたしました。この大会は、過去 10 回に渡って小学生を対象に開催してきた「つくし郷土かるた

大会」をもっと多くの年代に広めるために年齢制限を取り払った大会です。近年のつくし郷土かる

た大会で好成績を残したチームが多数出場し、予選から決勝戦

まで、緊張感のある試合が続きました。 

試合は、小学生の大会で昨年と今年に優勝を経験したメンバ

ーで構成された「坂本シャイニーズ」が、準決勝で同じく昨年の

大会で準優勝の「シアン」と対戦し、当時の再現とばかりに白熱

した紙一重の試合を制すと、続く決勝戦でも同じく今年の大会

で３位の「MHS 探偵

団」に勝利し、初めてのチャンピオンシップを獲得しました。 

今大会の出場チームの多くは小学生と中学生でしたが、

今後は、親子や地域団体等の大人の参加も増やし、小学生

限定の大会とは違った色の大会を目指していきたいと考

えています。 

 

○入賞チームは以下のとおり。 

優勝：坂本シャイニーズ、準優勝：MHS探偵団、３位：シアン 

参加者：16チーム 48名、 

観戦者：約 30名、スタッフ：約 10名 

（交流委員会かるた部会副会長  廣田  貴之） 
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【ピッカ美化部会からのお知らせ】 

○冬から来春に向けてのビオラの植え付けを行いました。 

4か月にわたり咲いてくれた夏の花ポーチュラカを１０月末に撤収し、来春に向けてビオラ

の植え付けを行いました。 

今回のビオラから福岡県が進める「花

による美しいまちづくり」に協賛して大

型プランター８台を加えたほか、初めて

九博フィールド部会の皆さんと共同作

業で花植えを行うことができました。 

フィールド部会の参加は九博側の配

慮によるもので、ポーチュラカの撤収か

ら協力いただき、植え付け当日は九博の山田、小泉両

副館長にも参加いただき愛する会の皆さんとも和気

あいあいで手際よく楽しく作業ができました。今後も

フィールド部会の皆さんと継続的に活動ができたら

と願っています。 

ここ最近は南側

花壇の一部で開花

不良の状態が発生

していたため、対策

として花壇用土のすき取りを行い培養土に入れ替えと、も

み殻の散布を行い効果を楽しみにしています。 

追加した大型プランターは本館西側旗竿を中心に配置し

たことで、入館待ちの方や休憩されている皆さんを癒してくれることと思います。 

会員の皆様には水やり、草取り、花がら摘みなど声掛けをしますので気楽に参加お願いいた

します。（ピッカ美化部会長  吉廣 勝太郎） 

 

（編集後記） 

 あけましておめでとうございます。 

愛する会の事務局が、五条の「いきいき情報センター内」に移るということが、昨年の夏過ぎから検討さ

れてきました。そして 11 月確定のお知らせを頂き、家賃の交渉などを済ませ、12 月の初めには長机や

椅子などを運び込み、さっそく「おもてなし委員会」が九博子どもフェスタでワークショップ参加する紙

相撲などの打合せや練習の 2回目として使用し、12月の理事会を開催致しました。 

インターネットやコピー機の移設などはまだ完備しておらず、本格的な事務局開設としては 3月下旬の

予定です。それまでは各委員会などの打合せや会議などでの集合拠点として使用可能です。 

思えば「愛する会」を所在地の筑紫野市商工会館 2 階に 2009 年訪ねた折は、職員が誰ひとり知らな

い状態でした。太宰府市の松川に移転し、事務局として始動したあの時から愛

する会の第 2 章がはじまり NPO 法人化に取り組みました。愛する会のみな

らず、太宰府筑紫野に広く交流・貢献する川添理事長。ホップ、ステップ。愛

する会 21年、ジャンプの年明けです。 （髙野） 


